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巻頭言 「安全保障関連法案」に反対することは 

       「憲法を守れ」と主張することです 
                愛知県勤労者山岳連盟会長・理事長   洞 井 孝 雄 

 

                             今回の巻頭言、固いテーマです 

が、言わせてください。 

「こんなことは知らなくても、た

だ単に山に登るだけなら手と足を

動かせば登れる。しかし、労山の

会員である以上、知っておいても

らう必要がある」 

こう前置きしてスタートする県

連の登山学校のカリキュラムの中

に、好むと好まざるとにかかわら 

ず受講生に聞いてもらう必要のあ 

る科目として「労山運動の理念」 

があります。講座は、労山とは何

かという受講生ひとりひとりの所 

属する山岳会とそれらの集合体としての山岳団体の意味、理念という「私たちが登山活動を進め

ていくうえでの理論的拠り所」である「日本勤労者山岳連盟趣意書」について説明するところか

ら始まります。ただ、時代の流れとともに、労山を知らない、「理念」なんて初めて聞いた、とい

うひとたちが増えてきていて、かつては、労山という山岳団体が掲げている「運動」の趣旨に共

鳴して山岳会に入会したひとたちが多かったはずですが、昨今の会員の多くは、たまたま、自分

の入った山岳会が労山に加盟している山岳会だったので、自分も労山会員になってしまっていた、

というのがほんとうのところでしょう。（以下 2ページに続く） 
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「安全保障関連法案」に反対することは 

       「憲法を守れ」と主張することです 

資料「日本勤労者山岳連盟 趣意書」 

8月 21日 第 3回遭対担当者会議を開きました 

会員数、7月は微増。秋に向けて、一層の会員拡大を！ 
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北鎌平から槍ヶ岳本峰を望む(2015.8.9) 



(表紙から続く) 

「日本勤労者山岳連盟趣意書」には… 

前出の「日本勤労者山岳連盟趣意書」は、以下のような柱で構成されています。 

① 前文        わが国近代登山の流れと労山結成の社会的背景 

② 権利としての登山  登山という行為を「文化・スポーツ、権利」としてとらえる 

③ 登山の多様な発展  我が国における登山の位置とこれからの登山 

④ 海外登山の普及   海外登山の意義、その役割 

⑤ 遭難事故の防止   事故防止に対する取り組みの重要性と登山者の責任 

⑥ 自然を守る     自然破壊の現状と登山者の役割 

1960年に「勤労者山岳会」が結成され、1963年に「日本勤労者山岳連盟」が結成されるにいた

ったわが国の登山の歴史と、その背景を明らかにし、その上で五つの大きな柱について、登山団

体としてどのような創造的取り組みをし、どのような登山の発展を目指すかを確認した文書です

が、この趣意書が掲げられて 40年近くが経過してもなお、そこに述べられた項目は私たち労山の

日常的な活動の大きな柱であり続けています。 

「憲法」と「趣意書」の柱 

「だからどうした」と言われるかもしれません。話はここからです。 

前文には、「（わが国の近代登山は）1930年代（昭和初期）には国民的なスポーツ・レクリエー

ションとして発展する道をたどり始めていたにもかかわらず、軍国主義の支配と侵略戦争の拡大

によって著しく阻害された」、「戦後、わが国の登山はかつてない発展の時期を迎えた。社会の民

主的改革をめざす諸運動の高揚とその成果が文化・スポーツの分野でも新しい発展をうながした」、

「だが、国や自治体、既存の山岳団体は、その新しい状況に対応することができなかった。登山

の新しい発展を担うべき新しい理念と組織がもとめられた」という労山結成の背景について述べ

ています。一言でいえば、登山の発展を阻害した戦争への深い反省と、新しい発展を担う時代の

要求が労山結成をうながしたということでしょう。当然のことながら、その新しい理念の前提と

なるのは、憲法に謳われている「戦争の放棄」「国民の権利及び義務」です。登山という行為を「文

化・スポーツ、権利」としてとらえ、発展させていこうという「権利としての登山」は、憲法な

くしてはあり得ません。また、「登山の多様な発展」には、それぞれの意識や年齢、生活条件によ

って、多様な形態と内容の登山が求められていますが、その実現もまた同様です。 

交通網、情報網の発達によって地球がますます狭くなってきている現代では、海外登山はより

身近なものとなりました。「海外登山の普及」という柱で述べられた趣旨は、この間、かつてのよ

うな制約や阻害条件が緩んできたものもありますが、国際関係、政治情勢によって登山活動が阻

害される状況も生まれてきています。 

「遭難事故の防止」「自然を守る」という柱は、今では登山団体として当然の取り組みになって

きていますが、「命を大事に」し、その上で「登山者の日常的な努力」があってはじめて登山にお

ける安全性が確保できることを明らかにしていること、現在のように自然破壊、環境破壊が人類

共通の課題として問題になるずっと以前に、国民の共有財産としての自然を守れ、と呼びかけた

こともまた、憲法に定められた国民の権利及び義務を敷衍した内容であったと言えます。 

私たち労山が、日常的に、「文化・スポーツ、権利としての登山」を謳い、「平和あってこその

登山」を訴え続けてきたのは、この「趣意書」に拠っています。その趣意書を支えているのは「日

本国憲法」以外のなにものでもありません。 

日本を「戦争のできる国」に 

今年 7月末、安倍政権と自民・公明の与党は「安全保障関連法案」を衆院で強行採決しました。 

この「安保関連法案」は、憲法の解釈をねじ曲げて、わが国の集団的自衛権の行使を容認する

という閣議決定を法制化し、日本を「海外で戦争のできる国」にしようとするものです。 

憲法審査会では与野党から推薦された参考人の憲法学者全員が集団的自衛権は「違憲」である

と指摘し、衆院安保法制特別委員会の公聴会でも野党推薦の公述人 3名が「違憲」であると指摘、

与党公述人 2名のうち 1名が慎重審議を求めました。この法案が違憲であることやその危険性は



議論すればするほど明らかになってきていますが、野党からの質問には一切まともに答えず、国

民の声には一切耳を貸そうともせず、日本の戦争が「侵略戦争」であったとも「間違った戦争」

であったとも決して言わない安倍政権は、参院での討論でもかたくなに、この法案の成立を強行

しようとしています。メディアの世論調査でも国民の半数以上が反対、8 割近くが「説明不足」

であると答え、この法案を廃案にすべきだ、という声が高まっているにもかかわらず。 

法案の「可決」を許すことは国民自ら「憲法」を投げ捨てること 

この法案の「可決」を許すことは、私たちが、この日本という国で、私たちが、日本国民とし

て保障されている「権利と義務」を投げ捨てることであり、その延長線上にある「文化・スポー

ツ、権利としての登山」を理不尽に奪われてしまう結果を招く、ということだと思います。 

憲法前文には、「日本国民は…【略】…政府の行為によつて再び戦争の惨禍が起ることのないや

うにすることを決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、この憲法を確定する」「そもそ

も国政は、国民の厳粛な信託によるものであつて、その権威は国民に由来し、その権力は国民の

代表者がこれを行使し、その福利は国民がこれを享受する」「日本国民は、恒久の平和を念願し、

人間相互の関係を支配する崇高な理想を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と

信義に信頼して、われらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制

と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位

を占めたいと思ふ」と述べられています。「安保関連法案」がいかにこの憲法を無視したものであ

るか、安倍政権がいかに憲法を踏みにじっているかがよくわかります。 

冷やかに眺めているひとにも、あえて 

戦後 70年を迎えた今年、日本は「戦争のできる国」に逆戻りしてしまうという戦後最大の危機

を迎えています。「政治的な問題だから」とか、「登山とは関係がない」と、冷ややかに眺めてい

るひとにも、あえて訴えます。この法案に反対することは、主義主張の問題ではなく、「主権在民」

「戦争の放棄」「国民の権利と義務」という憲法に定められた自らの生きる権利を守ることにつな

がるのだということ、私たちが大事にしている文化・スポーツ、権利としての登山を守り、発展

させていくことにつながるのだ、ということです。平和あってこその登山であること、登山者ひ

とりひとりが、いま、自由に登山することが何によって保障されているか、を自覚し、この法案

を廃案にするための声を挙げてくださるよう、訴えます。 

 

資料：以下に「趣意書」を資料として掲出しておきます 

 

「日本勤労者山岳連盟 趣意書」 

 

 わが国の近代登山はすでに 80年(※当時)に近

い歴史を持っている。その創立気に活躍したのは、

社会的・経済的に恵まれた青年たちであったが、

1930 年代(昭和初期)には国民的なスポーツ・レ

クリエーションとして発展する道をたどりはじ

めていた。だが正常な発展は、軍国主義の支配と

侵略戦争の拡大によって著しく阻害された。 

 戦後、わが国の登山はかつてない発展の時期を

迎えた。社会の民主的改革をめざす諸運動の高揚

とその成果が文化・スポーツの分野でも新しい発

展をうながしたからである。 

 だが、国や自治体、既存の山岳団体は、その新

しい情況に有効に対応することができなかった。

登山の新しい発展を担うべき新しい理念と組織

が求められたのである。 

 1960 年（昭和 35 年）、登山を愛好する進歩的

な人々によって「勤労者山岳会」が結成され、勤

労者による新しい登山運動が提唱された。その運

動は短期間に全国に広がり、1963年、「日本勤労

者山岳連盟」が結成されるに至った。「日本勤労

者山岳連盟」は、わが国の登山の優れた伝統を継

承するとともに創造的な活動を展開し、登山の発

展に力を尽くしてきた。 

 そして今日、日本の登山界の中で揺るがぬ地歩

をきずいている。 

 

１．権利としての登山 

 今日、登山の真の担い手は勤労者である。した

がって勤労者が束縛されているさまざまな社会

的制約から解放されない限り、登山の真の発展は

ありえない。 

 登山を楽しむためには、賃金、労働時間など労

働条件の改善が不可欠の条件である。また、国や



自治体による登山者教育、山小屋建設、登山道整

備、交通体系の確立など、さまざまな政策の確立

が必要である。それらはヨーロッパ諸国にくらべ

わが国ではひどく立ち遅れている。そればかりで

はなく、国や自治体あるいは企業のなかに勤労者

の自主的な文化・スポーツ活動に対する偏見や敵

意がいまなお温存されている。勤労者がもとめて

いるのは「官製」「社製」などの恩恵的に与えら

れる文化・スポーツではない。自らの要求にもと

づく自ら自身のための文化・スポーツである。 

 すべての国民は“人間らしく成長し、人間らし

く生きる権利”をもっている。登山をはじめ文

化・スポーツは、その権利の重要な構成部分であ

る。国や自治体はその権利を保障する義務がある。

それを実現するために登山者は、広く国民との共

同行動を発展させるため力を尽くさねばならな

い。 

 

２．登山の多様な発展 

 わｇ国の自然は美しく豊かである。山と高原、

渓谷、森林、雪渓、岩壁、そして四季それぞれの

変化－それは多様な登山を発展させる自然的条

件である。そればかりでなく、旧い時代に成立し

た山岳宗教をはじめさまざまな文化的影響を受

けてわが国独特の登山が形成されてきた。今日、

登山は国民に最も親しまれるスポーツ・レクリエ

ーションとして多様な形で発展している。 

 最近における経済の「高度成長」(※当時)とそ

のもとでの都市人口の急激な増加はＭ人間と自

然の結びつきを弱め、精神と肉体を損傷した。豊

かな自然のなかで生活したいという願いは健康

を守ろうとする意識の強まりとあいまっていっ

そう切実なものとなり、登山にたいする国民の関

心と欲求はかつてなく高まっている。 

 国民の求める登山は決して同一のものではな

い。それぞれの意識や年齢、生活条件によって、

多様な形態と内容の登山が求められている。その

実現に力を尽くすことによってのみ登山の創造

的発展もまた可能である。 

 

３．海外登山の普及 

 会が登山・トレッキングもまた活発に行われ、

ヨーロッパはもとよりヒマラヤ、アラスカ、アン

デスなど広範な地域に及んでいる。国内では経験

することのできない自然的条件の下での登山、あ

るいは風土、言語、習慣などの異なった国々での

生活経験は、登山者の人間的成長に大きな影響を

もたらす。また登山を通じての親睦・交流のひろ

がりは、国際連帯の精神を育てるだろう。海外登

山の活発化は歓迎すべきことであり、さらに発展

させなければならない。 

 海外登山の経験と成果は全国的にも地域的に

もかなり蓄積されている。だが、その普及は立ち

遅れている。海外登山の普及を歓迎しない風潮や

登山界の伝統的な閉鎖性がなお残されているか

らである。それを克服し広範な登山者と海外登山

との結びつきを深めなければならない。国内での

多様な登山の発展と海外登山を結合させること

によって、登山は一層内容豊かなものになるだろ

う。 

 確固とした世界平和は、海外登山発展の基礎で

ある。諸国民との相互理解、友好をさらに深める

ことが強く求められている。 

 

４．遭難事故の防止 

 生命の尊厳はなにものにもかえることはでき

ない。それにもかかわらず多くの生命が山で失わ

れている。われわれもまた少なくない仲間を失っ

た。 

 厳しい自然のなかで行われる登山に置いてそ

の安全性が確保されるためには、登山者の教育・

訓練が不可欠の前提となる。山岳団体の多くはそ

のことを自覚しており、真剣に取り組んでいる。

だが、その努力はかならずしも十分な成果をあげ

得ていない。 

 また、注目しなければならないのは、広範な登

山者が山岳会に組織されていないことである。そ

の登山者の教育、訓練は、有力な山岳団体の善意

の努力だけでは解決できない。だが、国や自治体

はその責任を回避して、登山規制を強化するなど

消極的な対策に終始してきた。もとより登山にお

ける安全性は登山者の日常的な努力によって確

保される。そのためにも、国や自治体によってす

べての登山者に教育・訓練を受ける機会があたえ

られなければならない。また遭難救助のための人

員、資材、資金などを保障する制度の確立は国や

自治体の責任である。 

 それぞれの山岳団体における教育・訓練の改善、

救助体制の確立は、さしせまった課題である。現

実に少なくない遭難事故が起こっている以上、放

置できないからである。それぞれの山岳団体が独

自に努力するばかりでなく、有力な山岳団体の相

互協力が必要となっている。 

 遭難事故を考えていくうえでけっして忘れて



ならないことは、現代社会の退廃的風潮の影響で

ある。それは生命を軽視する傾向を作り出してい

る。その傾向とたたかうことが重要な課題となっ

ている。 

 

５．自然を守る 

 わが国の自然は、過去数十年の間にかつてなく

大規模に破壊された。それは国民の生存そのもの

が憂慮されるほど深刻な事態をつくりだしてい

る。 

 山岳自然の破壊もはなはだしく進んだ。国や自

治体はそれを規制するどころか先導的役割さえ

果たした。登山者をはじめ広範な人々がそれに反

対し、少なくない効果をあげた。だが、山岳自然

の大がかりな破壊をおしとどめることはできな

かった。 

 「過疎対策」「観光開発」「水資源開発」などの

美名をかかげて進められてきたこれまでの開発

は、山村生活を深刻な危機におとしいれている。

それらの開発が、山村の犠牲の上に大資本の利潤

増大を追求するものにほかならなかったからで

ある。自然を守り育ててきたのは、そこに生活す

る勤労者である。生活に根差す切実な要求と結び

つかない開発はよりよい結果を生まない。自然を

守る運動もその立場を貫かねばならない。 

 「観光開発」で重視しなければならないのは「す

べての人に山を楽しむ権利がある」という主張で、

ロープウエイや観光道路の建設が正当化されて

いることである。バスやロープウエイによる”観

光登山“では風景を眺めることはできても健康を

増進することはできないし、自然への愛情を育て

ることはできない。また、それは山岳自然の荒廃

をもたらす誘因ともなっている。山岳自然の荒廃

は登山の楽しみを奪うばかりではなく、登山その

ものの荒廃と人間の荒廃を導く。「 

 豊かな自然は将来にわたる国民の共有財産で

ある。それを守り育てていくことは登山者の重要

な責務である。 

 

 われわれはこうした認識と立場に立って、登山

の創造的発展のために運動を進めている。そして

いま登山の新しい発展のため、心をひとつにして

尽力しようと、広く登山を愛好する人々に呼びか

けるものである。 

 

遭対部 

8月 21日第 3回遭対担当者会議を開きました 
2015年 8月 21日（金）、19：30から第 3回遭対担当者会議を開きました。 

【出席者】佐藤（かわせみ）、西尾（くらら）、榊原（ありんこ）、加藤（ちんぐるま）、尾崎（じ 

ねんじょ）、森・石井・松本（東三河）、天池（アリス）、三浦・望月（ふわく）、高井（春日井 

峠）、神谷（ASC）,中田（犬山マップ）、安（同志会）、甲斐（あつた）、清水（東海）、洞井（半 

田 F）、鷹見（若駒）。16山岳会 19名 

議題は（1）事故報告、（2）全国遭難対策研究集会の報告、（3）その他の三点でした。 

 

（１） 事故報告 

  5件の事故報告がなされました。 

No.7 膝下を岩で打撲、裂傷（東三河山ぽ会） 

【発生日時】2015年 7月 12日（日）9：30  

【山域・山名】湖西連峰・立岩 

【事故者】女性・49歳 

【負傷の程度】左足膝下裂傷（5針縫合） 

【事故の概要】夏山合宿訓練の終了間際、集合 

場所へ後 5ｍほどの下り斜面で左足膝下を岩 

で打撲。集合場所で打撲箇所を確認すると出血 

があり、ガーゼで圧迫止血するなどの処置。 

受診して 5針縫合した。 

▲指摘・反省など 

 

・危険箇所を通過したという気の緩みがあった。 

・危険個所を通過した場所という報告があった

が、そこを過ぎた場所で負傷している。そこ

は危険個所ではないのか？ 認識の矛盾。 

・ある会では「登山口から駐車場まで」の間に

事故が起きたらリーダーの責任だぞ、という

形で、最後まで気を抜かないようにしている

ところもある。リーダーはそういう気配り、

意識を持っていたか？ 

 

No.8 沢登りの詰めで尾根の斜面を登ってい

る途中、滑落負傷（登山学校） 

【発生日時】2015 年 7月 12 日（日）13：30 



【山域・山名】鈴鹿・ハト峰周辺 

【事故者】女性・67歳 

【負傷の程度】左膝打撲・擦過傷、右手首打撲 

【事故の概要】ツメカリ谷の遡行を終了し、 

770ｍ付近の左岸から枝沢に入り白滝谷への 

コルに上る尾根を登っている途中、木を右側に 

巻こうと踏み込んだ時、滑って横向きに転がる 

ように下の沢（約 10ｍ位）まで滑落したもの。 

▲指摘・反省など 

・緊張感が解けた。2日間の疲労の蓄積。 

・前の人の歩き方、踏み跡を意識して行動して

いなかった。 

・このところ、登山学校での事故が続いている。

こうした学校や講座の実技での事故という

のはあってはならないことだと思う。これま

で登山学校ではほとんど事故がなかったが、

最近、毎年のように続いている。直接的な事

故要員だけでなく、それらを包含した要因を

明らかにして、事故防止に努める必要がある。 

 

No.9 ガレ場の下りでスリップし膝負傷（東

三河山ぽ会） 

【発生日時】2015年 8月 7日（日）11：4   

【山域・山名】南ア・赤石岳、荒川三山 

【事故者】女性、72歳 

【負傷の程度】右膝外側の靱帯損傷 

【事故の概要】山行 2日目、赤石岳を過ぎ大聖 

寺平手前のガレタゆるい下り（2880ｍ）で右 

足が滑り右回転しながら尻餅をついた。立とう 

としたが膝に力が入らなかった。テーピングし、 

ダブルストックで荒川小屋まで通常の倍の時 

間（2時間）をかけて歩いた。応急措置をして 

一晩様子を見たが自力下山は無理と判断し、8 

日静岡県山岳救助隊に救助要請。消防ヘリでピ 

ックアップされ病院へ搬送された。 

▲指摘・反省など 

・どのような状況で足が滑ったのか、斜度は？

靴は？道の状況は？ストックは？詳細に知

りたい。 

・四日間にわたる南アルプスの縦走計画。事故

者本人をはじめ全体的に高齢のパーティ。た

またま右膝の調子が…ということだけでな

く、当該パーティーに限らず、多くの会でも

同様の計画やパーティーの問題はあるはず。

もっと普遍的な対応策を考える必要がある

のでは… 

 

No.10 登攀中、眼中内出血（名古屋ありん

こ山岳会） 

【発生日時】2015年 8月 9日（日）10：30  

【山域・山名】北ア・槍ヶ岳北鎌尾根 

【事故者】男性、58歳    

【負傷の程度】眼中内出血 

【事故の概要】独標コルから第 1ピッチを登っ

ている途中で事故者から眼中内出血の申告が

あった。事故者は、6月、7月に網膜剥離を発

症しレーザー治療をしている。医者からは運動

（登山）をしても問題ないが、今後再発した場

合は失明の危険があるのですぐにくるように

と言われていた。独標でヘリコプターを要請。 

▲指摘・反省など 

・報告では、医師の言葉と自己申告だけが、今

回の計画の判断基準になっているが、それだ

けでいいのか？発症の可能性あるメンバー

をパーティに加えることの是非と基準、山域

や日程も考慮が必要。・「医師がこう言ってい

る」ということだけを判断材料にしてパーテ

ィーを組んで、その結果、訴訟になればパー

ティーを組んだリーダーの過失を問われる

可能性や、パーティー、会、としての一定の

認識も問われるのでは。 

・発症の可能性のあるひと、血圧降下剤やニト

ロをポケットに入れて登山しているひとも

いる、そのあたりの持病についての自己申告

とそれを受けてメンバーに入れる側の基本

的な考え方を明確にしていく必要が今後出

てくる。 

 

№11 登攀中墜落、腰椎骨折（ふわく山の会） 

【発生日時】2015年７月 25 日（土）17 時頃

【山域・山名】奥秩父・小川山 

【事故者】男性、56歳 

【負傷の程度】腰椎の骨折 

▲指摘など 

事故の概要についての内容が不十分で、状況

がよくわからないので、再度提出を 

 

（２）全国遭難対策研究集会の報告 

参加した森副会長と望月から、集会初日に報

告された、北海道連盟、大阪府連盟などにおけ

る登山学校や講習会などにおける死亡事故の

事例、技術的な問題などについて、資料を配布

して、いくつかの紹介をおこなった。 



組織部 

会員数、7月は微増。秋に向けて、一層の会員拡大を！ 

 7月末の会員数は、6月末と比較して、県連盟全体で 9名の増となっています。夏は会員も夏山

シーズンで忙しい、一般の登山者も山に入るので忙しくて、山岳会に入るどころではなかったの

でしょう。暑い夏が過ぎて、これから秋の美しいシーズンに向かいます。夏の山も一段落して、

会の運営や会の課題に本腰を入れる季節、会員拡大にもいい季節です。 

 各会で、「現状よりも最低一名の会員拡大を」という「プラス・ワン」の取り組みを強めましょ

う。 

県連盟組織数推移(2015.5～7)  

  

  

2015年５月末現在 ６月末現在 ７月末現在 

在籍会員数 在籍会員数 在籍会員数 

 加  盟  団  体 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

あつた勤労者山岳会 34 31 65 35 32 67 35 32 67 

アリス山の会 3 4 7 3 4 7 3 4 7 

犬山勤労者山の会マップ 20 29 49 19 29 48 19 29 48 

おやこ山の会 3 6 9 3 6 9 3 6 9 

春日井峠の会 22 20 42 21 21 42 22 21 43 

かわせみ山楽会 6 1 ７ 6 1 7 6 1 7 

じねんじょ山の会 32 27 59 33 27 60 32 28 60 

スルジェ山の会 15 17 32 15 17 32 15 17 32 

ちんぐるま 5 0 5 5 0 5 5 0 5 

東海山岳会 28 8 36 27 8 35 27 8 35 

名古屋ありんこ山岳会 20 17 37 20 18 38 20 17 37 

名古屋 ASC 22 13 35 22 13 35 22 13 35 

名古屋山岳同志会 57 44 101 58 44 102 60 43 103 

名古屋山歩会 16 7 23 15 7 22 15 7 22 

半田ファミリー山の会 33 47 80 33 46 79 34 46 80 

東三河山ぽ会 86 91 177 85 89 174 86 91 177 

低い山を楽しむ会 9 6 15 9 6 15 9 6 15 

ふわく山の会 111 110 221 110 110 220 110 113 223 

みどり山の会 9 24 33 9 23 32 9 23 32 

山の会「くらら」 41 30 71 43 31 74 43 31 74 

若駒山岳会 10 9 19 10 9 19 11 9 20 

  合       計 582 541 1123 581 541 1122 586 545 1131 

※半田ファミリー山の会が今年も登山講座「基礎から学ぶ安心登山 2015」を開講 

  同会が毎年開講している登山講座が今年も開かれます。理論講座 5回、実技 3回の計 8回の

カリキュラムで 9月 9日(水)からスタート。計画、装備、地図、歩く技術など山に安全に、

そして安心して登るための基礎知識・技術を学習し、実技登山でまなんだことを検証します。 

カリキュラムの詳細や申込については、半田ファミリー山の会のホームページか、ヤマケイ

オンラインのお知らせを参照してください、とのこと。 

受講料は 6000円（実技の交通費、保険料は別途実費）。 

 



Ｓchedule 2015 

2015 年８月 ９月 10 月 

１ 土  １ 火  １ 火 女性のつどい 

２ 日  ２ 水  ２ 水  

３ 月  ３ 木 自然保護担当者会議 ３ 木  

４ 火  ４ 金 夏合宿遭対報告会議 ４ 日 各会代表者会議 

５ 水  ５ 土 登山学校Ｃ研修 ５ 月 登山学校コーチ会議 

６ 木  ６ 日 （八ヶ岳・稲子岳） ６ 火  

７ 金 理事会 11 ７ 月  ７ 水  

８ 土  ８ 火  ８ 木 自然保護担当者会議 

９ 日  ９ 水  ９ 金 理事会 15 

10 月  10 木 女性のつどい 10 土  

11 火  11 金 理事会 13 11 日  

12 水  12 土 登山学校Ｃ研修予備 12 月  

13 木  13 日 登山学校Ｃ研修予備 13 火  

14 金  14 月  14 水  

15 土  15 火  15 木  

16 日  16 水  16 金  

17 月 登山学校研修M打合 17 木 組織担当者会議４ 17 土  

18 火  18 金 教育担当者会議４ 18 日  

19 水  19 土  19 月 氷雪技術① 

20 木  20 日  20 火  

21 金 遭対担当者会議③ 21 月  21 水  

22 土  22 火  22 木  

23 日 登山学校実技M7C8 23 水  23 金  

24 月 研修山行打合 24 木  24 土  

25 火  25 金 理事会 14 25 日  

26 水  26 土  26 月 氷雪秘術② 

27 木  27 日  27 火  

28 金 理事会 12 28 月  28 水  

29 土 登山学校M研修山行 29 土  29 木 教育担当者会議５」 

30 日 (南ア・塩見岳) 30 日  30 金 理事会 16 

31 月     31 土  

▲今年の総会で課題になった、県連朝明ロッジの土地貸借契約を解除するために必要だった、建物の

解体工事を行いました。夏前から、いくつかの業者から見積もりをとって、理事会で業者を選定、発

注し、8 月の上旬には、建物とトイレなどを撤去してもらいました。ちょうど 10 年前に、小屋を譲り

受け、リフォームや運営方法、使い方などについて議論しながら、各会の忘年会や新年会などの催し

や登山学校の実技の前進基地などに使われたのでしたが、昨今はあまり利用されないまま、施設を抱

えていることが負担にもなってきました。これも時代の流れかな、と思います。まだ、菰野町との契

約解除の手続きはこれからになりますが、一応、お知らせまで。 

▲夏山合宿遭対報告会議を 9月 4日 19:00～ 県連事務所で開きます。 
パーティー毎に 30部報告書を持参して出席して下さい。各会の遭対担当者も出席して下さい。 

ご意見、ご用望・投稿などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。 

http://aichirousan.web.fc2.com/  e-mail:aichirousan@gmail.com 


